アーンド・バリュー分析
概要

「アーンド・バリュー分析」とは何かを説明して、作業結果から実績報告書、そして今後のリスクを考慮する流れを検討する

アーンドバリュー分析（Earned Value）

· アーンド・バリュー AV(Earned Value)

· 実績コスト AC(Actual Cost)

· コスト差異 CV

· スケジュール差異 SV

· 計画予算 PV

· 完成時コスト差異 VAC

· 完成時予定予算 BAC

· 完成時総コスト予測 EAC

· 今後発生コスト予測 ETC
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図 1アーンド・バリュー分析
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図 2初期計画段階
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図 3報告日における実績コストと計画コストの開き
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図 4報告日における実績進捗率と予定進捗率の開き
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図 5スケジュール差異とコスト差異の算出

報告日の時点で、進捗の遅れは次の２点に分類される
· 実績コストが超過している（配員を増やしている、勤務時間が増えているなど）
· 出来高（プログラムの完成率）が予定よりも遅れている

たとえば、２ヶ月の報告日の時点では、通常、予定としては全工程の17%の完成率、全予算の17%の消化率を考える。だから、完成率が15%、消費した予算2000万円だとすると、工程としては2%の遅れ、予定金額の300万の超過になる。これを足し合わせて、コスト差異が500万円ということになる。完成率の遅れ2%は、スケジュール差異として300万円分ということになる。
ここでコスト効率指数を考える。
コスト効率指数は、いままで掛かったコストと現在の完成率から、どれだけ予定よりずれているか、という指数である。たとえば、予実にまったくズレがない場合、PV = AC = EV = 1700万円となるので、

コスト効率化指数(CPI) = EV / AC = 1700万 / 1700万 = 1.0 

になる。つまり、予定を立てたとおりの効率指数1.0で実績は進んでいる。

EV = 1500万、AC = 2000万の場合は、


コスト効率化指数(CPI) = EV / AC = 1500万 / 2000万 = 0.75

となり、 予定に比べると、0.75の効率でしか製品ができあがっていかない。ということになる。つまり、予算消費2000万円に対して、予定していた2000万円の実績よりも、25%少ない1500万円の価値しか生み出していない（生み出せない）ということになる。
スケジュール効率指数を考えると、予定通りきっちり進捗が進んでいる場合には、PV = AC = EV = 1700万円となるので、


スケジュール効率指数(SPI) = EV / PV = 1700万 / 1700万 = 1.0

となる。２ヶ月間の期間で、きちんと2ヶ月分の進捗をあげていることを意味する。つまり、100%の実績があがっている、ということになる。
EV = 1500万、PC = 1700万の場合は、


スケジュール効率指数(SPI) = EV / PV = 1500万 / 1700万 = 0.88
となり、２ヶ月分の実績を上げるところが、88%までしか力が出ないことを意味する。つまり、2ヶ月の実績を100%としたときに、88%しかできていない。12％の遅れが出ている、ということになる。

	項目
	
	

	計画予算（PV）
	PV
	1700万

	実績コスト（AC）
	AC
	2000万

	アーンド・バリュー（EV）
	EV
	1500万

	コスト差異（CV）
	CV = EV – AC
	1500万 – 2000万 = -500万

	スケジュール差異（SV）
	SV = PV – AC
	1700万 – 2000万 = -300万

	コスト効率化指数（CPI）
	CPI = EV / AC
	0.75

	スケジュール効率化指数（SPI）
	SPI = EV / PV
	0.88


さて、このプロジェクトに増員もせず、特に効率化もせずに、そのまま続けたとき、コストがどれくらいかかるのか、工期がどれだけ遅れるのかを予測してみよう。
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今後発生コスト予測(ETC)
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初期計画を立てる。


完成予定予算（BAC）：1億円


予定工期：12ヶ月





スケジュール





完成予定予算(BAC)





計画コストは、


1億*2/12 = 約1700万円
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実績進捗率が、15%とすると、


出来高(EV） = 1億*15% = 1500万円





200万の開き





計画スケジュール（進捗）は、


2/12 = 約17%　= 1700万円
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コスト差異(CV）は、


CV = EV – AC = -500万
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アーンド・バリュー(EV)





スケジュール差異(SV）は、


SV = EV – PV = -200万








